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ワークショップ ＜＜企業主催のモノづくりや体験型ワークショップ

自習室 自習室

オフィス

移動図書館

ギャラリー ＜＜博物館や美術館とタッグをくみながら、シーズごとに代わる展示会開催

体験授業 ＜＜短大性などによる地域の子供たちへの授業や交流(月1回）

ポップカルチャー ＜＜姉妹都市に関連した音楽発信イベント

企業マッチング（月～木）

学生フォーラム ＜＜倉吉の学校や提携する学校の生徒がある議題についてと討論（月１回）

姉妹都市交流

婚活マッチング＜倉吉市主催 （月1回）

ライブ ＜＜地元にゆかりのある人などのコンサート

自習室 自習室

オフィス

移動図書館

1.地域特性
ーコンパクトな地勢

江戸時代には、打吹城と陣屋が町域の起点となっており、
その麓に、東西に広がる武家屋敷がのび、政治の中心地であった。
さらに北側では、町人が主体となったエリアが広がり、
商人・職人町として、千歯やかすり産業が栄えた。
明治に入ると、倉吉線が開通し、
人の行き交いが盛んになったことで文化の中心地ともなる。

このように、小さなエリアに 行政・産業・文化が栄えていた特性は、
現在も名残りをのこしている。
しかしながら、以前のような あらゆる分野の人同士の交流は希薄になり、
賑わいもなくなりつつある。
小さなエリアに様々な分野が並存する特性を活かし、関係人口がつながる
ハブ施設として、ヒト・町・場所が盛り上がることを目指す。
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2.ハブ機能

ハブ施設を目指すにあたり、このエリアに日頃関連のある人々を、

企業/施設/学校/行政の４つのカテゴリーに分ける。

さらにそれぞれのカテゴリーにおいて、

ハブ施設で考えられる利用目的の例を表したものが上図である。

これらの複数のカテゴリー、利用目的を一つの施設で実現し、

ハブ機能を担うのが今回の対象物件「ローカル ハブ」である。

各利用目的は、イベント/マッチング/集中の３つのジャンルにわけるこ

とができ、それを平面図に落とし込んだものが、3.平面図である。

ーカテゴリー/利用目的

3.平面図

1F

ーゾーニング

4.利用スケジュール

ー平日/土日

5.運営

3つのゾーン毎に、審美眼をもった方に協力してもらい、

その方をキュレーターとして、施設のシーズナル計画を行う。

また、多様な価値観を受け入れ、発信することが得意な

倉吉在住のZ世代の学生を中心に、施設の運営や情報発信を行う。

入口横の建物壁面に、全世代、国を問わず情報を得ることができる

標識デジタルサイネージを設置する。デジタルサイネージ内に、

標識マークを掲示し、気になるものはマークをタップすることで詳

細をみることができる。

2F

6.告知

3つのゾーンごとの平日と土日の利用スケジュールが

上図である。1つのゾーンに、学校関連や企業関連などの

異なるカテゴリーの人が同じ空間にいるということを示し

交流のきっかけがうまれる。

代表運営者 Z世代

イベント マッチング 集中

イベント文化キュレーター マッチングキュレーター 図書キュレーター

倉吉市にある施設（博物館・美術館）
とタッグを組みながら、シーズンごと
のイベントの企画・計画を行う

倉吉図書館とは差別化された、
イベントにあわせた図書の選定。
古本市・絵本市などの企画も行う

マッチングテーマの立案、
行政・企業・学校と連携をとり
シーズン計画を行う
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▷行政・産業・文化の中心地をもう一度！
▷関係人口を中心とした、町・人・場のつながり、広がりを目指す

関係者

利用目的


